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1 . 糸田川・上の川流域の現状
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糸田川の概要

糸田川は吹田市市街地を流下し、神崎川に合流する流域面積3.46km2､流路延長2.3km の一級河川。
上の川合流点より下流は、築堤区間で、沿川からの流入はない。

河川延長､流域面積

水系名 河川名 河川延長 流域面積

淀川 糸田川 2.3km 3.46km2

糸田川

淀川

神崎川

淀川水系位置図

新
御
堂
筋
線

府道大阪内環状線

流域面積は上の川流域を含む
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1 . 糸田川・上の川流域の現状
糸田川

神崎川合流点の上流付近。背後
地は市街地で住宅が密集。神崎
川の背水対策として特殊堤が設
置されている。

新御堂筋線下流

上の川合流点の上流付近。背後
地は市街地で住宅が密集。川沿い
は生活道路として利用されている。

アドプト・リバー・プログラムに基
づき、市民による美化活動が実
施されている。

金田橋の上流付近。背後地は市
街地で住宅が密集。堤防は遊歩
道として整備・利用されている。

広芝橋上流左岸

金田橋上流

糸田橋上流

五反田橋

広芝橋

新糸田川橋

⾦⽥橋

糸田橋

番留橋

上の川橋

糸
田
橋

府道大阪内環状線

新
御
堂
筋
線

糸田橋

昭和30年代の丘陵地開発により市街化が進んだ地域で、背後地には住宅が密集している。
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1 . 糸田川・上の川流域の現状
糸田川

《下流部》
• 河道はブロック護岸の
単断面形状である。

• 河床部には植生が繁
茂している。

• 広芝橋より上流は余
裕高部分の土羽に植
生が繁茂している。

• 金田橋より上流の堤
防天端は遊歩道として
整備され、多くの市民
が利用している。（自
動車通行禁止）

• 川幅は20～15m
• 河床勾配は1/500～

1/300程度

上の川
《上流部》
• 河道はコンクリート護
岸の３面張り（単断面
形状）である。

• 川幅は7～4m
• 河床勾配は1/200程
度

阪急
千里線

五反田橋

広芝橋

新糸田川橋

⾦⽥橋

糸田橋

番留橋
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五反田橋

新御堂筋線

下新田橋
広芝橋 内環状線

上の川合流

阪急千里線

糸田橋
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1 . 糸田川・上の川流域の現状（糸田川縦断形状）
糸田川

河床勾配
1/500程度

河床勾配
1/300程度

河床勾配
1/200程度

築堤

築堤

掘込

掘込

右岸

左岸
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1 . 糸田川・上の川流域の現状
上の川の概要

上の川は吹田市市街地を阪急千里線に沿って流下し、糸田川に合流する流域面積2.22km2、流路
延長1.8km の一級河川。流域の開発等に合わせて護岸を整備。平成19年8月、平成25年8月など、
近年に浸水被害が発生。

上の川

糸田川

淀川

神崎川

河川延長､流域面積
水系名 河川名 河川延長 流域面積

淀川 上の川 1.8km 2.22km2

掘込

浸水多発地区

府道大阪内環状線

新
御
堂
筋
線

平成25年8月大雨時

時間雨量50ﾐﾘ程度

（1/10）未対応

【時間雨量50ﾐﾘ

（1/5程度）対応済】

上の川調節池
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1 . 糸田川・上の川流域の現状
上の川上の川

蓮華寺橋下流。左岸側に阪急千
里線、右岸側に府道吹田箕面線
が並走している。背後地は市街
地で住宅が密集している。

豊津駅付近

上の川調節池からの放流口付近。
上の川に流入する流量を軽減させ
るための施設を設置している。

阪急千里線横断部上流の暗渠
区間。地上には商店が密集して
いる。

1.2km付近

1.3km付近

上の川調節池付近

ポンプ排水口

浸水多発地区の1.3km付近。背後
地は市街地で住宅が密集。特に
左岸側は沿川に人家が張り付い
ている。

丘陵地開発により市街化が進んだ地域で、流域には雨水貯留施設、ため池などが点在している。
沿川には阪急千里線､府道､住宅が並走、密集している。

新
御
堂
筋
線

府道大阪内環状線

蓮華寺橋

上の川橋

⾬⽔貯留施設

洪水調節施設

上の川
調節地
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1 . 糸田川・上の川流域の現状
《上流部》
• 河道はコンクリートお
よび矢板護岸の３面張
り（単断面形状）である。

• 1.38～1.48km区間は
両岸に人家が張り付き、
右岸側は鋼製の特殊
堤が設置されている。

• 1.16km付近で阪急千
里線を横断している。

• 1.14～1.26km区間は
暗渠となっている。

• 川幅は4～3m
• 河床勾配は1/130～

1/135程度

上の川

《下流部》
• 河道はブロック護岸の
３面張り（台形単断面
形状）で余裕高部の土
羽に植生が繁茂して
いる。

• 数多くの落差工が設
置されている。

• 左岸側に阪急千里線、
右岸側に府道吹田箕
面線が並走している。

• 川幅は9～4m
• 河床勾配は1/110～

1/120程度

下流部

上流部

蓮華寺橋

上の川橋

14

2

4

1.38km

1.48km

1.16km
暗渠区間
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1 . 糸田川・上の川流域の現状（上の川縦断形状）

暗渠
上の川橋

蓮華寺橋

名神高速道路

上の川調節池
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①対象降雨量
・時間雨量 （1/100）： 84.0mm
・24時間雨量（1/100） ：289.8mm
・日雨量（1/100）：256.0mm
【三島地区の降雨強度式】
（「大阪府の計画雨量平成８年３月」より算出）

②対象降雨波形
・中央集中型モデルハイエト

③流出解析手法
・合理式

2.治水計画の概要（計画降雨の検証）
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1/10年確率降雨（57.5mm/hr、193.4mm/24hr）

1/30年確率降雨（70.3mm/hr、239.9mm/24hr）

1/100年確率降雨（84.0mm/hr、289.8mm/24hr）

1/200年確率降雨（91.8mm/hr、318.3mm/24hr）



○降雨量については、「大阪府の計画雨量（平成８年３
月）」で算出された三島地区の降雨強度式（1/100）より
算出より中央集中型の降雨波形を算定
・時間雨量 ： 84.0mm
・24時間雨量 ： 289.8mm
・日雨量 ： 256.0mm

１）計画対象降雨

○平成24年度までの三島地域における年最大日雨量
を整理
○三島地域における100年確率日雨量を算出
○昭和30年から平成24年まで（58年）の年最大日雨量
を統計処理した結果、100年確率の日雨量は以下の範
囲に入るため、既往計画の日雨量を踏襲する。

２）降雨量の検討

■189.1mm/日（対数ピアソンⅢ型分布）
～287.9mm/日（平方根指数型最大値分布）

■三島地域 年最大日雨量確率解析

189.1 287.9
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2.治水計画の概要（計画降雨の検証）
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2.治水計画の概要（基本高水流量）
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○糸田川 流量配分図 ○上の川 流量配分図

■時間雨量50ミリ程度（W=1/10） ■時間雨量50ミリ程度（W=1/10）

■時間雨量80ミリ程度（W=1/100） ■時間雨量80ミリ程度（W=1/100）
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裸書き；既存流出抑制施設を考慮したピーク流量
（ ）書き；流域基本高水のピーク流量

単位；㎥/s



３.治水事業の概要（浸水実績）
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上の川の近年の主な浸水被害

上の川では、度重なる集中豪雨により、近隣家屋への浸水被害が発生していたため、平成15年度に上の川調節池
が整備された。しかし、整備後も、H18.8.22（1戸）、H19.8.30（3戸）､H25.8.25 （18戸）と浸水被害が発生している。

近年の浸⽔実績
年⽉⽇ 浸⽔⼾数

H9.7.13 20⼾
H9.8.7 21⼾

H11.6.30 20⼾
H11.9.7 1⼾
H18.8.22 1⼾
H19.8.30 3⼾
H25.8.25 18⼾

写真①：関西大学前 商店街付近（H25.8.25）

写真②：上の川調節池下流（H１９.8.30）

写真①
写真②

上の川
調節池



３.治水事業の概要
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糸田川・上の川
昭和48年 糸田川において全体計画を策定

昭和63年 糸田川の護岸整備完了

平成10年 上の川において全体計画を策定

平成15年 上の川調節池完成

平成19年 淀川水系神崎川ブロック河川整備基本方針策定

平成19年 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画策定

平成25年 淀川水系神崎川ブロック河川整備計画（変更）策定

糸田川・上の川の改修状況

河川 改修規模 区間

糸田川
80mm程度対応 0.0k（神崎川合流点） 〜 2.0ｋ（上の川合流点）

50mm程度対応 1.9ｋ（上の川合流点） 〜 2.3ｋ（管理区間上流端）

上の川 50mm程度未対応 0.0ｋ（⽷⽥川合流点） 〜 1.8ｋ（管理区間上流端）

上の川合流点より下流の糸田川は時間雨量80ﾐﾘ程度対応済み（W=1/100相当）、上の川合流点より上
流の糸田川は時間雨量50ﾐﾘ程度対応済み（W=1/10相当）である。上の川については、時間雨量50ﾐﾘ
（W=1/5相当）対応済みであり、時間雨量50ﾐﾘ程度（W=1/10相当）には対応できていない。
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４.当面の治水目標の設定【糸田川：現況河道における氾濫解析】
具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

上の川
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４.当面の治水目標の設定【糸田川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：50ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度

糸田川は、時間雨量50ﾐﾘ程度の降雨では浸水は想定されない。時間雨量65ﾐﾘ程度の雨が降ると、
上の川合流点より上流の堀込区間で溢水が想定される。

浸水なし

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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４.当面の治水目標の設定【糸田川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

糸田川は、時間雨量80ﾐﾘ程度の雨が降ると、上の川合流点より上流の堀込区間で溢水が想定され
る。時間雨量90ﾐﾘ程度の雨が降ると、上の川合流点より下流の築堤区間で破堤が想定され、浸水
被害が拡大する。

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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現況河道（糸田川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で浸水は想定されない
時間雨量65ミリ程度、80ミリ程度の降雨で危険度Ⅱ,Ⅲの被害
が発生しない

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

13.25ha
2,155人

4,768百万円
被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

19.50ha
3,249人

7,191百万円
被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

74.25ha
9,712人

21,969百万円

6.00ha
945人

13,299百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

50ﾐﾘ対策の実施を想定

糸田川の当面の治水目標は時間雨量50ﾐﾘ程度対応となる。
糸田川は、当面の間、目標とすべき治水レベルに達しているため、「現状維持」とする。

４.当面の治水目標の設定【糸田川：現況河道における氾濫解析】
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４.当面の治水目標の設定【上の川：現況河道における氾濫解析】
具体的な検討は『当面の治水目標設定フロー』に従って実施。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 現況河道で氾濫解析を実施
• 河道と氾濫原を一体的に解析し、河道への復流を考慮したモデル
• 氾濫原のメッシュサイズは50m
• 対象降雨は、時間雨量50ﾐﾘ程度、65ﾐﾘ程度、80ミリ程度、90ﾐﾘ程度の４ケース（中
央集中型モデルハイエト）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

50ﾐﾘ対策の実施を想定50ﾐﾘ対策の実施を想定

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ流下能力なし

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ,80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択事業効率等により選択

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標の設定フロー

上の川
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４.当面の治水目標の設定【上の川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：50ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度

上の川は、時間雨量50ﾐﾘ程度の雨が降ると、関大一高付近や、名神高速道路付近、上の川調節池
上流で溢水が想定される。時間雨量65ﾐﾘ程度の雨が降ると、床上浸水の発生も想定される。

上の川調節池

名神⾼速道路
名神⾼速道路

関大一高

上の川調節池

関大一高

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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４.当面の治水目標の設定【上の川：現況河道における氾濫解析】

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度 ■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度

上の川調節池

名神⾼速道路
名神⾼速道路

関大一高

上の川調節池

関大一高

上の川は、時間雨量80ﾐﾘ程度、時間雨量90ﾐﾘ程度の雨が降ると、床上浸水が想定される。
また、地形的要因から浸水氾濫区域はあまり拡散しない。

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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現況河道（上の川）・・・時間雨量50ミリ程度の降雨で浸水が想定される

（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度）

5.00ha
542人

737百万円
被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

6.25ha
682人

1,010百万円

0.25ha
32人

235百万円
被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

8.50ha
870人

1,279百万円

0.75ha
83人

648百万円
被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

8.00ha
819人

1,113百万円

1.25ha
134人

1,089百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

50ﾐﾘ対策の実施を想定

上の川で時間雨量50ミリ程度対策を実施する。

４.当面の治水目標の設定【上の川：現況河道における氾濫解析】
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４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度の治水手法の検討】

現況の流下能力を踏まえ、時間雨量50ﾐﾘ程度の降雨に対応できるよう、
○ 河道改修案
○ 貯留施設案
○ 放水路案
について、比較検討を行う。

ネック区間

上の川調節池

溢水箇所

名
神
⾼
速
道
路

関大一高
豊津駅

関大前駅

垂水上池公園

千⾥⼭東遊園
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【現況の河道状況】

河道改修案の想定

• 時間雨量50ﾐﾘ程度の降雨に対応できない区間を対象に、河道改修を行う。
• 0.5k～0.7k区間、1.0k～1.1k区間は上の川からの溢水を防止するため、パラペットを施工して対応する。
• 1.3k～1.6k区間は、家屋が密接しているため、片岸改修を想定し、引堤により改修を行う。（用地買収、物件補償が必要となる）
• 引堤は上の川に並走している市道が生活道路として利用されていることを加味しつつ、なるべく家屋にかからない配慮をする。

0.0k 0.1k
0.2k

0.3k 0.4k
0.5k 0.6k 0.7k

0.8k

0.9k

1.0k
1.1k

1.2k

1.3k 1.4k

1.5k 1.6k
1.7k

上の川調節池
パラペット
施工区間

引堤改修区間

関大前駅
写真

【横断形】

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度の治水手法の検討】

パラペット
施工区間

名
神
⾼
速
道
路

関大一高
豊津駅

垂水上池公園

■パラペット施工区間 ■引堤改修区間

4.6m

1.1m

0.6m

引堤

0.0～0.6m

パラペット

千⾥⼭東遊園



• 現況河道で時間雨量50ﾐﾘ程度の降雨に対応できるよう、貯留施設（容量7,000m3）の施設を設置する。
• 上の川沿川には適地がないため、貯留管で対応する。
• 貯留管は、周辺への影響を減らすため、シールド工法を想定し、発進・到達立坑が確保できるよう、NO.85(千里山東遊園付近）～垂
水上池公園（NO.20付近）区間に設置する。

貯留施設案の想定

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度の治水手法の検討】

0.0k 0.1k
0.2k

0.3k 0.4k
0.5k 0.6k 0.7k

0.8k

0.9k

1.0k
1.1k

1.2k

1.3k 1.4k

1.5k 1.6k
1.7k

上の川調節池

整備実施区間

貯留施設（⾬⽔貯留管）
Φ3000
L=1200m

取水施設
貯留管が満杯になった
時点でゲート閉鎖
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関大前駅

名
神
⾼
速
道
路

関大一高

豊津駅

垂水上池公園

蓮
華
寺
橋

橋

落
差
工

落
差
工

左
岸
堤
防
高

右
岸
堤
防
高

落
差
工

落
差
工

橋

歩
道
橋

歩
道
橋

橋

橋

名
神
高
速

左
岸
堤
防
高

右
岸
堤
防
高

落
差
工

落
差
工

落
差
工 落
差
工

歩
道
橋

歩
道
橋

歩
道
橋 歩
道
橋

歩
道
橋

橋

歩
道
橋

歩
道
橋

橋

歩
道
橋

橋 歩
道
橋

歩
道
橋

歩
道
橋

歩
道
橋

歩
道
橋

歩
道
橋 歩
道
橋

橋

左
岸
堤
防
高

右
岸
堤
防
高

○3000、4.0‰

空気抜き

満管でゲート閉鎖

DL=   5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1
/
10
0

1/1000縦横比=1:10

千⾥⼭東遊園
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工
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橋

橋
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橋

橋
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道
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道
橋
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道
橋

歩
道
橋 歩
道
橋

橋

左
岸
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右
岸
堤
防
高

DL=   5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1
/1
0
0

1/1000

○2000、ｉ＝1/200

満管でゲート閉鎖
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• 現況河道で時間雨量50ﾐﾘ程度の降雨に対応できない区間を対象にバイパス管を設置する。
• バイパス管は周辺への影響を減らすため、シールド工法を想定し、発進・到達立坑が確保できるよう、NO.85(千里山東遊園付近）～
垂水上池公園（NO.20付近）区間に設置する。

放水路案の想定

0.0k 0.1k
0.2k

0.3k 0.4k
0.5k 0.6k 0.7k

0.8k

0.9k

1.0k
1.1k

1.2k

1.3k 1.4k

1.5k 1.6k
1.7k

上の川調節池

整備実施区間

バイパス管
Φ2000
L=1250m

平常時は逆流しないよう
ゲートを閉鎖

取水施設

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度の治水手法の検討】

関大前駅

名
神
⾼
速
道
路

関大一高

豊津駅

垂水上池公園

縦横比=1:10

千⾥⼭東遊園
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４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度の治水手法の検討】

治水対策案 河道改修 貯留施設 放⽔路

概 要

流下能⼒が不⾜している区間の河道改修（引
堤）及びパラペットの設置を実施する。

流下能⼒が不⾜している区間が現況河道で対応で
きるよう、垂⽔上池公園〜NO83地点までの市道、
府道下に貯留管を敷設して洪⽔調節を図る。（7㎥
/sカット、V=7,000㎥）

流下能⼒が不⾜している区間が現況河道で対応で
きるよう、NO83地点で７㎥/s取水し、垂水上池公
園付近に放流するバイパス管を市道、府道下に設置
する。

施設規模

・改修延⻑；500m
・計画流量；NO26〜NO55；Q=36㎥/s

；NO55〜NO79；31㎥/s
・改修断面；片岸改修、B=6.0m

・必要カット量；Q=7㎥/s
・必要洪⽔調節容量；V=7,000㎥
・⾬⽔貯留管；φ3000､L=1200m
・取水施設；１箇所
・放流施設；１箇所
・制止ゲート；１箇所

・必要カット量；Q=7㎥/s
・バイパス管；φ2000､L=1250m
・取水施設；１箇所
・放流施設；１箇所
・逆流防⽌ゲート；１箇所

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能⼒が向上する。
・⼯事完了箇所から随時治⽔効果が発現する。
・超過洪⽔に対しても⼀定の効果が⾒込まれる。
・当面の治水目標に対する効果発現までの期間は、
貯留施設案及び放⽔路案に⽐べ⻑期となる。

・取⽔施設より下流の河道改修が不要である。
・短時間での集中豪雨に対して高い治水効果が得ら
れるが、貯留管が満⽔となった時点で治⽔効果が発
現されない。
・貯留施設が完成して初めて治⽔効果が発現する。

・取⽔施設より下流の河道改修が不要である。
・超過洪水に対しても一定の治水効果が期待できる。
・放⽔路が完成して初めて治⽔効果が発現する。

自然環境上の評価 ・河道内の改修⼯事を⾏うため、現状の環境の改善
が可能。

・河道への影響は、取⽔及び放流区間に限られるた
め、現状の環境がほぼ維持される。

・河道への影響は、取⽔及び放流区間に限られるた
め、現状の環境がほぼ維持される。

社会環境上の評価

・引堤を⾏う区間は⽤地買収及び移転家屋が多く、
交渉が難航すれば、事業が⻑期化する恐れがある。
・引堤区間内は右岸側道路と住宅を結ぶ個⼈橋が
多く、⼯事期間中は居住者に対し住宅の出⼊りに不
便を強いる。
・移転家屋が多く、地域コミュニティに与える影響は大
きい。

・工事に伴う移転家屋が無く、河道改修案に比べ事
業着⼿が容易である。
・シールド工事であることから河道改修案に比べ周辺
環境への影響は小さい。
・移転家屋が無いことから地域コミュニティに与える影
響は河道改修案に比べ小さい。

・工事に伴う移転家屋が無く、河道改修案に比べ事
業着⼿が容易である。
・シールド工事であることから河道改修案に比べ周辺
環境への影響は小さい。
・移転家屋が無いことから地域コミュニティに与える影
響は河道改修案に比べ小さい。

施工性・実現性

・一般的な手法である。
・現道を活かしながら、⼯事を⾏うため、作業スペース
が狭く施⼯条件は貯留施設案、放⽔路案に⽐べ厳
しい。また、工事仮設についても多大となる。
・河川改修は非出水期での施工とするため、事業進
捗は他案に⽐べ劣る。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、施⼯区間
が広範囲となり影響が大きい。

・阪急千⾥線の横断や地下埋設物への影響など調
整が必要である。
・⽴坑位置の制約から延⻑が⻑くなる。
・通年施⼯が可能であり、河道改修案に⽐べ事業進
捗が図れる。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、⽴坑付近
が中心となり、河道改修案に比べて、限定的である。

・阪急千⾥線の横断や地下埋設物への影響など調
整が必要である。
・⽴坑位置の制約から延⻑が⻑くなる。
・通年施⼯が可能であり、河道改修案に⽐べ事業進
捗が図れる。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、⽴坑付近
が中心となり、河道改修案に比べて、限定的である。

概算事業費 39.7億円＋α（仮設費） 31.6億円 34.3億円



糸田川

←上の川

名
神
高
速
道
路

引堤改修パラペット施工

上の川調節池 下水道（雨水幹線）

名
神
高
速
道
路 上の川調節池

糸田川

←上の川

7m3/s取水

貯留施設（φ3000㎜､L=1200m）
V=7000m3

垂水上池公園

下水道（雨水幹線）
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50ミリ程度対策後における危険度を氾濫解析により確認する。
危険度は貯留施設案と河道改修案について比較検討する。
氾濫解析の前提条件は以下の通り

• 河道と氾濫原を一体的に解析、河道への復流を考慮したモデル。
• 氾濫原のメッシュサイズは50m。
• 対象降雨は、時間雨量65ミリ程度、時間雨量80ミリ程度、時間雨量90ミリ程度の3ケース

• 放水路案による浸水の状況は、河道改修案と同等と評価

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標の設定フロー

50ﾐﾘ対策の実施を想定

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

河道改修案

貯留施設案
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上の川調節池

名神⾼速道路

関大一高

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：65ﾐﾘ程度
【貯留施設案】

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

上の川調節池

名神⾼速道路

関大一高

【河道改修案・放⽔路案】

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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上の川調節池

名神⾼速道路

関大一高

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：80ﾐﾘ程度
【貯留施設案】

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

上の川調節池

名神⾼速道路

関大一高

【河道改修案・放⽔路案】

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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上の川調節池

名神⾼速道路

■氾濫解析結果（浸水深）対象降雨：90ﾐﾘ程度
【貯留施設案】

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

上の川調節池

名神⾼速道路

【河道改修案・放⽔路案】

関大一高 関大一高

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点

破堤地点
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（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

4.25ha
470人

649百万円
被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

7.75ha
810人

1,183百万円
被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

6.75ha
695人

960百万円

1.00ha
115人

883百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

50ﾐﾘ対策の実施を想定

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

当面の治水目標を「時間雨量50ﾐﾘ程度」への対応とする。

50ミリ程度対策後（貯留施設案）・・・
時間雨量65ﾐﾘ程度、80ミリ程度の降雨で、危険度Ⅱ、Ⅲの被害が想定されない。

【貯留施設案】



【河道改修案・放⽔路案】
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（年確率） 危険度Ⅰ 危険度Ⅱ 危険度Ⅲ

50ミリ程度
（1/10程度） 被害なし 被害なし 被害なし

65ミリ程度
（1/30程度）

3.75ha
409人

588百万円
被害なし 被害なし

80ミリ程度
（1/100程度）

5.50ha
592人

827百万円
被害なし 被害なし

90ミリ程度
（1/200程度）

7.00ha
733人

1,003百万円

0.75ha
77人

620百万円
被害なし

床下浸水
床上浸水
（0.5m以上）

壊滅的被害
（浸水深3.0m以上）
（家屋流出指数
2.5m3/s以上）

現況
（50ﾐﾘ流下能力の確認）

当面の治水目標を
時間雨量50ﾐﾘへの
対応とする

当面の治水目標を
時間雨量80ﾐﾘへの
対応とする

50ﾐﾘ対策完成後での時間雨量65ﾐﾘ、80ﾐﾘ
の降雨による危険度Ⅱ,Ⅲの有無を確認

事業効率等により選択

50ﾐﾘ流下能力あり

50ﾐﾘ流下能力なし

危険度Ⅱ,Ⅲが発生しない 危険度Ⅱ,Ⅲが発生する

当面の治水目標を
時間雨量65ﾐﾘへの
対応とする

（発
生
頻
度
）

大

小

大小

（被害の程度）

当面の治水目標の設定フロー

50ﾐﾘ対策の実施を想定

50ミリ程度対策後（河道改修案・放水路案）・・・
時間雨量65ﾐﾘ程度、80ミリ程度の降雨で、危険度Ⅱ、Ⅲの被害が想定されない。

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

当面の治水目標を「時間雨量50ﾐﾘ程度」への対応とする。
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治水手法によらず、当面の治水目標は「時間雨量50ミリ程度」への対応となる。
治水手法の特徴等は以下のとおり。

４.当面の治水目標の設定【上の川：50ミリ程度対策後における氾濫解析】

治水対策案 河道改修 貯留施設 放⽔路

概 要
流下能⼒が不⾜している区間の河道改修（引堤）及び
パラペットの設置を実施する。

流下能⼒が不⾜している区間が現況河道で対応できるよう、
垂⽔上池公園〜NO83地点までの市道、府道下に貯留管
を敷設して洪水調節を図る。（7㎥/sカット、V=7,000
㎥）

流下能⼒が不⾜している区間が現況河道で対応できるよう、
NO83地点で７㎥/s取⽔し、垂⽔上池公園付近に放流す
るバイパス管を市道、府道下に設置する。

施設規模

・改修延⻑；500m
・計画流量；NO26〜NO55；Q=36㎥/s

；NO55〜NO79；31㎥/s
・改修断面；片岸改修、B=6.0m

・必要カット量；Q=7㎥/s
・必要洪⽔調節容量；V=7,000㎥
・⾬⽔貯留管；φ3000､L=1200m
・取水施設；１箇所
・放流施設；１箇所
・制止ゲート；１箇所

・必要カット量；Q=7㎥/s
・バイパス管；φ2000､L=1250m
・取水施設；１箇所
・放流施設；１箇所
・逆流防⽌ゲート；１箇所

治水上の評価・
超過洪水への対応

・現況河道の流下能⼒が向上する。
・⼯事完了箇所から随時治⽔効果が発現する。
・超過洪⽔に対しても⼀定の効果が⾒込まれる。
・当⾯の治⽔⽬標に対する効果発現までの期間は、貯留施
設案及び放⽔路案に⽐べ⻑期となる。

・取⽔施設より下流の河道改修が不要である。
・短時間での集中豪雨に対して高い治水効果が得られるが、
貯留管が満⽔となった時点で治⽔効果が発現されない。
・貯留施設が完成して初めて治⽔効果が発現する。

・取⽔施設より下流の河道改修が不要である。
・超過洪水に対しても一定の治水効果が期待できる。
・放⽔路が完成して初めて治⽔効果が発現する。

自然環境上の評価
・河道内の改修⼯事を⾏うため、現状の環境の改善が可能。 ・河道への影響は、取⽔及び放流区間に限られるため、現

状の環境がほぼ維持される。
・河道への影響は、取⽔及び放流区間に限られるため、現
状の環境がほぼ維持される。

社会環境上の評価

・引堤を⾏う区間は⽤地買収及び移転家屋が多く、交渉が
難航すれば、事業が⻑期化する恐れがある。
・引堤区間内は右岸側道路と住宅を結ぶ個⼈橋が多く、⼯
事期間中は居住者に対し住宅の出⼊りに不便を強いる。
・移転家屋が多く、地域コミュニティに与える影響は大きい。

・工事に伴う移転家屋が無く、河道改修案に比べ事業着手
が容易である。
・シールド工事であることから河道改修案に比べ周辺環境へ
の影響は小さい。
・移転家屋が無いことから地域コミュニティに与える影響は河
道改修案に比べ小さい。

・工事に伴う移転家屋が無く、河道改修案に比べ事業着手
が容易である。
・シールド工事であることから河道改修案に比べ周辺環境へ
の影響は小さい。
・移転家屋が無いことから地域コミュニティに与える影響は河
道改修案に比べ小さい。

施工性・実現性

・一般的な手法である。
・現道を活かしながら、⼯事を⾏うため、作業スペースが狭く
施⼯条件は貯留施設案、放⽔路案に⽐べ厳しい。また、⼯
事仮設についても多大となる。
・河川改修は非出水期での施工とするため、事業進捗は他
案に⽐べ劣る。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、施⼯区間が広範
囲となり影響が大きい。

・阪急千⾥線の横断や地下埋設物への影響など調整が必
要である。
・⽴坑位置の制約から延⻑が⻑くなる。
・通年施⼯が可能であり、河道改修案に⽐べ事業進捗が図
れる。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、⽴坑付近が中⼼
となり、河道改修案に比べて、限定的である。

・阪急千⾥線の横断や地下埋設物への影響など調整が必
要である。
・⽴坑位置の制約から延⻑が⻑くなる。
・通年施⼯が可能であり、河道改修案に⽐べ事業進捗が図
れる。
・施⼯中の⽣活道路等への影響について、⽴坑付近が中⼼
となり、河道改修案に比べて、限定的である。

事業期間 20年（事業着⼿後10年間は⽤地買収） 10年 10年

概算事業費 39.7億円＋α（仮設費） 31.6億円 34.3億円

B-C -216百万円 276百万円 166百万円

B/C 0.94 1.10 1.05



 
 
 
 

 

資料番号 修正箇所 修正前 修正後 

資料１ 16,17,20,21,29,30,

31ページ 
0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

 

 

 

平成２５年１１月２８日（木）に配布した資料に誤りがありましたので、修正したものを掲載しております 

0.5m未満

0.5m以上 1.0m未満

1.0m以上 2.0m未満

破堤地点

溢水地点

凡例（浸⽔深）

溢水地点 

破堤地点 


